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世界に広がる
日本の上水道支援

水道事業は、地理的条件や人口規模など、地域の特徴に影響を受けやすいものだ。
日本は世界各地で、その土地ごとに求められている水道支援を展開している。

い
川
で
す
。
一
方
、
日
本
の
川
は
基
本
的
に
濁
度

が
低
い
た
め
、
必
要
と
さ
れ
る
浄
水
処
理
や
運
転

方
法
が
途
上
国
と
は
異
な
り
ま
す
。
日
本
で
培
っ

て
き
た
技
術
を
見
直
し
、
海
外
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
、
今
あ
る
技
術
を
さ
ら

に
向
上
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
と
言
え
ま
す
」。

　
最
近
で
は
、
民
間
企
業
に
よ
る
水
ビ
ジ
ネ
ス
の

動
き
も
活
発
化
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
複
数
の
国

か
ら
輸
入
し
た
水
道
管
を
使
っ
て
い
る
地
域
で

は
、
材
質
や
規
格
の
異
な
る
管
路
が
混
在
し
、
維

持
・
管
理
に
支
障
を
来
す
。
こ
う
し
た
国
が
自
国

で
資
機
材
を
生
産
し
、
維
持
・
管
理
で
き
る
体
制

を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
民
間
企
業
の
協
力
が
必

要
と
な
る
の
だ
。「
日
本
で
は
、水
道
管
や
バ
ル
ブ
、

メ
ー
タ
ー
な
ど
の
資
機
材
の
生
産
は
民
間
企
業
が

手
掛
け
て
い
ま
す
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
り
は
自

治
体
が
、
実
際
の
設
計
や
工
事
は
企
業
が
協
力
す

る
と
い
う
よ
う
に
、
お
互
い
の
強
み
を
生
か
し
た

官
民
連
携
の
取
り
組
み
が
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要

に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
滝
沢
教
授
は
話
す
。

　
全
て
の
人
々
の
水
と
衛
生
の
利
用
可
能
性
と
持

続
可
能
な
管
理
を
確
保
す
る―

―

。
持
続
可
能
な

開
発
目
標
（
S
D
G
s
）
に
も
掲
げ
ら
れ
た
〝
安

全
な
水
〞
の
あ
る
暮
ら
し
は
、
世
界
中
の
人
々
の

願
い
だ
。

しょ国の多い大洋州は、年間降雨量は
多いものの、人口が少なく国土が広

範囲に分散しているため、特にサンゴ礁の
上に形成される島では利用できる水源が限
られている。JICAは、同様の課題を抱え、限
られた水源を有効に活用してきた沖縄県な
どと連携して、島しょ国に合った水道技術の
改善や施設整備を支援してきた。
　例えば、フィジーでは微生物の働きなどを
利用して水をろ過する生物浄化法を用い
て、村落給水の仕組みづくりを支援してい
る。この仕組みは、施設の維持管理の負担も
少なく、持続可能な水供給に貢献している。

生物浄化法を用いたフィジーの給水装置

展が著しく、給水需要が急増している
都市部を中心に、技術協力と資金協

力を組み合わせて、浄水能力の増強や水道
事業の運転・維持管理改善のための協力を
展開している。給水需要の増加に伴い、水源
の適正な管理も重要な課題となっている。
　ペルーの首都リマでは、限られた水資源
の保全と水道事業体の経営改善を目的とし
て、技術協力と資金協力の組み合わせによ
り、無収水（浄水場で処理した水のうち、料
金請求の対象にならなかった水）の削減を
支援した。プロジェクト開始当初37.8%だっ
た無収水率は、4年後の終了時には29.1%と
大きく削減された。

ペルーで行われた水の流量データ計測

発

本によるアジアへの水道分野の協力
は、1960年代に始まって以来、半世紀

に及ぶ歴史を持つ。JICAは、都市水道への
支援を中心に、給水技術から経営改善や政
策制度支援、施設整備に至るまで、ソフト・
ハード一体型の協力を展開している。
　日本の水道事業体のノウハウを積極的に
活用し、近年では、福岡市や東京都などの自
治体と開発コンサルタントと共に、ミャン
マーのヤンゴンで市民に安全な水を届ける
ための供給サービス改善を支援。技術協力
と資金協力を組み合わせた協力が特徴だ。

ヤンゴンの配水管網図から問題点を探る福岡市の
職員

東では、年間降雨量が少なく、表流水
や地下水のほか、海水の淡水化など

により上水が提供されている。しかし、水源
が限られており、一週間に数日程度しか給
水ができない国も。JICAは、技術協力と資金
協力の双方を活用しながら、配水管網の改
善で漏水を防ぐなど、無収水への対策を目
指すプロジェクトを展開している。
　近年は、2011年のシリア危機以降、多くの
シリア難民が流入しているヨルダンを重点地
域として協力を展開中。必要性・緊急性の高
い施設を無償資金協力で整備したほか、上下
水道のマスタープランである上下水道開発
計画も作成した。他のドナーによる水道整備
支援も、この計画に即して行われる予定だ。

ヨルダンの首都アンマンに給水するザイ浄水場

じ
ゃ
く

ぜ
い

中南米

大洋州
413人
364人

93人
68人アジア

1,325人
2,006人

中東・欧州

268人
371人

アフリカ

944人
3,398人

島

日世界で、安全な水へのアクセスがない人
の約半数はアフリカ地域に居住してい

ると言われる。1993年から５年ごとにアフリカ
開発会議（TICAD）が開催されており、日本は
そこで表明した支援策にのっとり協力を実施。
現在は、2013年開催のTICAD Vで掲げた水分
野の協力目標の達成に向けて、安全な水への
アクセス・衛生改善支援や都市水道技術者の
育成に重点を置いた協力を行っている。
　村落部では、水に関する衛生問題が深刻と
なっている。モザンビークのニアッサ州では、
井戸の維持管理と井戸建設、住民への啓発・
トイレ建設工育成とトイレ建設を組み合わ
せ、ソフトとハードの両面から給水・衛生改善
を目指す技術協力プロジェクトを実施中だ。

全

中

日本人専門家派遣 研修員受け入れ

コロンボプラン※加盟。
政府開発援助（ODA）開始

海外技術協力事業団（OTCA）設立

水道分野初の円借款（韓国）

水道分野初の日本人専門家派遣
（アフガニスタン）

水道分野初の研修コース開始

水道分野初の開発調査（パキスタン）

インドネシア水道研修所への研修支援
を開始（～75年）。プロジェクト型の協力
の先駆けに
水道分野初の無償資金協力（ラオス）

国際協力事業団（ＪＩＣＡ）設立

カンボジア・プノンペンの上水道整備計
画調査を開始

ミレニアム開発目標（ＭＤＧｓ）採択。15
年までに、安全な飲料水と衛生施設を利
用できない人を半減させることが目標に

国際協力機構（JICA）発足

持続可能な開発目標（SDGｓ）採択。全
ての人の水と衛生施設の利用を可能に
し、持続的な管理をすることが目標に
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※戦後、最も早期に組織された開発途上国援助のための国際機関

高
ま
る
需
要
の
反
面

水
道
が
普
及
し
な
い
実
情

世
界
に
貢
献
す
る
た
め
に

大
切
な
の
は
現
地
を
理
解
す
る
心

　
料
理
、
洗
濯
、
お
風
呂
に
ト
イ
レ
。
私
た
ち
の

日
々
の
生
活
に
水
道
水
は
欠
か
せ
な
い
。
日
本
の

水
道
普
及
率
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
て

間
も
な
い
こ
ろ
は
50
％
以
下
だ
っ
た
が
、
高
度
経

済
成
長
期
に
入
る
と
、
家
庭
用
水
や
事
業
用
水
の

需
要
の
高
ま
り
に
応
じ
て
急
速
に
上
昇
し
た
。
そ

の
後
、
１
９
９
０
年
代
に
も
水
道
の
普
及
が
推
進

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
で
は
97
・
７
％
と
い

う
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
普
及
率
を
誇
る
。

　
今
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
国
々
で
は
、
人
口

増
加
や
経
済
成
長
に
伴
う
水
需
要
が
高
ま
り
、
高

度
経
済
成
長
期
の
日
本
と
同
じ
よ
う
な
局
面
を
迎

え
て
い
る
。
し
か
し
、
国
内
外
の
都
市
給
水
に
つ

い
て
詳
し
い
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
の

滝
沢
智
教
授
は
、
こ
う
し
た
水
需
要
の
急
増
に
対

応
が
追
い
付
い
て
い
な
い
開
発
途
上
国
の
実
情
を

指
摘
す
る
。「
ま
ず
、
水
源
が
十
分
に
足
り
て
い

ま
せ
ん
。
東
南
ア
ジ
ア
に
は
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
川

や
メ
コ
ン
川
な
ど
大
き
な
川
が
あ
り
ま
す
が
、
雨

期
と
乾
期
で
水
位
の
変
動
が
激
し
く
、
安
定
的
な

水
の
供
給
が
困
難
で
す
。
水
不
足
が
深
刻
な
都
市

で
は
、
給
水
区
域
を
順
番
に
割
り
当
て
て
水
道
水

を
供
給
し
て
い
る
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
」。
ダ

ム
を
整
備
す
る
に
も
、
複
数
の
国
を
ま
た
ぐ
川
だ

と
国
家
間
の
調
整
が
必
要
に
な
っ
た
り
、
多
毛
作

が
主
流
の
国
で
は
、
年
中
水
が
必
要
な
農
業
関
係

者
と
も
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
と
、

多
く
の
障
壁
が
あ
る
。

　「
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
水
源
は
確
保
さ
れ
て

い
て
も
、
水
を
供
給
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
が
脆

弱
だ
と
い
う
こ
と
で
す
」と
滝
沢
教
授
は
続
け
る
。

浄
水
場
な
ど
の
施
設
の
建
設
や
更
新
は
も
ち
ろ

ん
、
事
業
の
水
準
を
高
め
る
た
め
に
は
、
施
設
を

維
持
・
管
理
す
る
人
材
や
、
利
用
者
か
ら
適
切
な

料
金
を
徴
収
で
き
る
仕
組
み
な
ど
も
重
要
だ
。
そ

こ
で
、
こ
れ
ま
で
日
本
は
資
金
援
助
に
加
え
、
技

術
協
力
を
通
じ
て
途
上
国
の
水
道
事
業
を
支
え
る

人
材
を
育
成
し
て
き
た
。
長
年
そ
の
主
体
と
な
っ

て
き
た
の
が
、
日
本
の
地
方
自
治
体
だ
。
水
道
局

の
職
員
を
専
門
家
と
し
て
派
遣
し
た
り
、
海
外
か

ら
研
修
員
を
受
け
入
れ
た
り
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
て
き
た
。

　「
設
計
、
修
理
、
給
水
、
水
質
管
理
と
い
っ
た

水
源
か
ら
蛇
口
ま
で
の
全
体
を
把
握
し
て
い
る
点

が
自
治
体
の
強
み
で
す
。
ま
た
、
独
立
採
算
制
に

よ
っ
て
培
っ
て
き
た
経
営
的
な
視
点
を
伝
え
る
こ

と
も
有
益
で
す
」
と
滝
沢
教
授
。
日
本
の
協
力
に

よ
っ
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
で
、
給
水
区
域
の

拡
大
や
、
料
金
請
求
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
無

収
水
の
削
減
を
実
現
さ
せ
た
「
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
奇

跡
」
は
、
経
営
に
携
わ
る
現
地
の
水
道
公
社
職
員

の
意
識
改
革
が
う
ま
く
い
っ
た
事
例
だ
と
い
う
。

　
水
道
分
野
に
お
け
る
協
力
で
は
、
現
地
が
置
か

れ
て
い
る
状
況
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
滝

沢
教
授
は
、「
例
え
ば
、
日
本
で
は
常
時
給
水
を

実
現
す
る
た
め
に
、
故
障
・
点
検
時
の
予
備
を
含

め
た
複
数
の
配
水
ポ
ン
プ
を
設
置
し
ま
す
が
、
途

上
国
で
は
い
っ
た
ん
給
水
を
止
め
て
修
理
す
る
方

が
、
ポ
ン
プ
が
１
台
で
済
み
、
そ
の
分
コ
ス
ト
を

下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
現
地
の
実
情
を
知
る
こ
と
が
大

切
な
の
で
す
」
と
強
調
。
さ
ら
に
、
海
外
で
の
経

験
を
積
む
こ
と
が
、
日
本
の
技
術
者
の
育
成
に
も

つ
な
が
る
と
話
す
。「
ベ
ト
ナ
ム
を
流
れ
る
ホ
ン

川
は
、赤
茶
色
の
土
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

別
名
レ
ッ
ド
リ
バ
ー
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
濁
度
が
高

アジア
43％

アフリカ
31％

中南米
14％

中東・欧州
9％

大洋州
3％

計
3,043人

〈 開発協力と上水道支援の歩み 〉

凡例
日本人専門家の
派遣人数

日本に受け入れた
研修員の人数

※2005年度から2014年度までの合計

モザンビークで建設したハンドポンプ付深井戸の洗浄

地域別支援国

JICAによる上水道支援の実績（2005～2014年度）

特 
集

蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、
い
つ
で
も
お
い
し
い
水
が
飲
め
る
。

日
本
で
は
当
た
り
前
の
暮
ら
し
だ
が
、
世
界
に
目
を
向
け
る
と
そ
う
で
は
な
い
。

全
て
の
人
々
に
安
全
な
水
を
―
―
。

そ
の
思
い
を
胸
に
、
日
本
の
水
道
事
業
を
支
え
る
人
た
ち
が
、

今
日
も
世
界
各
地
で
汗
を
流
し
て
い
る
。

編
集
協
力
：
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
・
都
市
工
学
専
攻 

滝
沢
智
教
授

計
131カ国

大洋州
10％

中東・欧州
18％

アフリカ
35％

アジア
20％

中南米
17％

計
6,207人

中南米
6％

中東・欧州
6％ 大洋州 1％

アフリカ
55％

アジア
32％
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ま
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可
能
な

開
発
目
標
（
S
D
G
s
）
に
も
掲
げ
ら
れ
た
〝
安

全
な
水
〞
の
あ
る
暮
ら
し
は
、
世
界
中
の
人
々
の

願
い
だ
。

しょ国の多い大洋州は、年間降雨量は
多いものの、人口が少なく国土が広

範囲に分散しているため、特にサンゴ礁の
上に形成される島では利用できる水源が限
られている。JICAは、同様の課題を抱え、限
られた水源を有効に活用してきた沖縄県な
どと連携して、島しょ国に合った水道技術の
改善や施設整備を支援してきた。
　例えば、フィジーでは微生物の働きなどを
利用して水をろ過する生物浄化法を用い
て、村落給水の仕組みづくりを支援してい
る。この仕組みは、施設の維持管理の負担も
少なく、持続可能な水供給に貢献している。

生物浄化法を用いたフィジーの給水装置

展が著しく、給水需要が急増している
都市部を中心に、技術協力と資金協

力を組み合わせて、浄水能力の増強や水道
事業の運転・維持管理改善のための協力を
展開している。給水需要の増加に伴い、水源
の適正な管理も重要な課題となっている。
　ペルーの首都リマでは、限られた水資源
の保全と水道事業体の経営改善を目的とし
て、技術協力と資金協力の組み合わせによ
り、無収水（浄水場で処理した水のうち、料
金請求の対象にならなかった水）の削減を
支援した。プロジェクト開始当初37.8%だっ
た無収水率は、4年後の終了時には29.1%と
大きく削減された。

ペルーで行われた水の流量データ計測

発

本によるアジアへの水道分野の協力
は、1960年代に始まって以来、半世紀

に及ぶ歴史を持つ。JICAは、都市水道への
支援を中心に、給水技術から経営改善や政
策制度支援、施設整備に至るまで、ソフト・
ハード一体型の協力を展開している。
　日本の水道事業体のノウハウを積極的に
活用し、近年では、福岡市や東京都などの自
治体と開発コンサルタントと共に、ミャン
マーのヤンゴンで市民に安全な水を届ける
ための供給サービス改善を支援。技術協力
と資金協力を組み合わせた協力が特徴だ。

ヤンゴンの配水管網図から問題点を探る福岡市の
職員

東では、年間降雨量が少なく、表流水
や地下水のほか、海水の淡水化など

により上水が提供されている。しかし、水源
が限られており、一週間に数日程度しか給
水ができない国も。JICAは、技術協力と資金
協力の双方を活用しながら、配水管網の改
善で漏水を防ぐなど、無収水への対策を目
指すプロジェクトを展開している。
　近年は、2011年のシリア危機以降、多くの
シリア難民が流入しているヨルダンを重点地
域として協力を展開中。必要性・緊急性の高
い施設を無償資金協力で整備したほか、上下
水道のマスタープランである上下水道開発
計画も作成した。他のドナーによる水道整備
支援も、この計画に即して行われる予定だ。

ヨルダンの首都アンマンに給水するザイ浄水場

じ
ゃ
く

ぜ
い

中南米

大洋州
413人
364人

93人
68人アジア

1,325人
2,006人

中東・欧州

268人
371人

アフリカ

944人
3,398人

島

日世界で、安全な水へのアクセスがない人
の約半数はアフリカ地域に居住してい

ると言われる。1993年から５年ごとにアフリカ
開発会議（TICAD）が開催されており、日本は
そこで表明した支援策にのっとり協力を実施。
現在は、2013年開催のTICAD Vで掲げた水分
野の協力目標の達成に向けて、安全な水への
アクセス・衛生改善支援や都市水道技術者の
育成に重点を置いた協力を行っている。
　村落部では、水に関する衛生問題が深刻と
なっている。モザンビークのニアッサ州では、
井戸の維持管理と井戸建設、住民への啓発・
トイレ建設工育成とトイレ建設を組み合わ
せ、ソフトとハードの両面から給水・衛生改善
を目指す技術協力プロジェクトを実施中だ。

全

中

日本人専門家派遣 研修員受け入れ

コロンボプラン※加盟。
政府開発援助（ODA）開始

海外技術協力事業団（OTCA）設立

水道分野初の円借款（韓国）

水道分野初の日本人専門家派遣
（アフガニスタン）

水道分野初の研修コース開始

水道分野初の開発調査（パキスタン）

インドネシア水道研修所への研修支援
を開始（～75年）。プロジェクト型の協力
の先駆けに
水道分野初の無償資金協力（ラオス）

国際協力事業団（ＪＩＣＡ）設立

カンボジア・プノンペンの上水道整備計
画調査を開始

ミレニアム開発目標（ＭＤＧｓ）採択。15
年までに、安全な飲料水と衛生施設を利
用できない人を半減させることが目標に

国際協力機構（JICA）発足

持続可能な開発目標（SDGｓ）採択。全
ての人の水と衛生施設の利用を可能に
し、持続的な管理をすることが目標に

1954年

　 62年

　 65年

　 67年

　 68年

　 69年

　 73年

　 74年

　 93年

2000年

　 03年

　 15年

※戦後、最も早期に組織された開発途上国援助のための国際機関

高
ま
る
需
要
の
反
面

水
道
が
普
及
し
な
い
実
情

世
界
に
貢
献
す
る
た
め
に

大
切
な
の
は
現
地
を
理
解
す
る
心

　
料
理
、
洗
濯
、
お
風
呂
に
ト
イ
レ
。
私
た
ち
の

日
々
の
生
活
に
水
道
水
は
欠
か
せ
な
い
。
日
本
の

水
道
普
及
率
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
て

間
も
な
い
こ
ろ
は
50
％
以
下
だ
っ
た
が
、
高
度
経

済
成
長
期
に
入
る
と
、
家
庭
用
水
や
事
業
用
水
の

需
要
の
高
ま
り
に
応
じ
て
急
速
に
上
昇
し
た
。
そ

の
後
、
１
９
９
０
年
代
に
も
水
道
の
普
及
が
推
進

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
で
は
97
・
７
％
と
い

う
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
普
及
率
を
誇
る
。

　
今
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
国
々
で
は
、
人
口

増
加
や
経
済
成
長
に
伴
う
水
需
要
が
高
ま
り
、
高

度
経
済
成
長
期
の
日
本
と
同
じ
よ
う
な
局
面
を
迎

え
て
い
る
。
し
か
し
、
国
内
外
の
都
市
給
水
に
つ

い
て
詳
し
い
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
の

滝
沢
智
教
授
は
、
こ
う
し
た
水
需
要
の
急
増
に
対

応
が
追
い
付
い
て
い
な
い
開
発
途
上
国
の
実
情
を

指
摘
す
る
。「
ま
ず
、
水
源
が
十
分
に
足
り
て
い

ま
せ
ん
。
東
南
ア
ジ
ア
に
は
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
川

や
メ
コ
ン
川
な
ど
大
き
な
川
が
あ
り
ま
す
が
、
雨

期
と
乾
期
で
水
位
の
変
動
が
激
し
く
、
安
定
的
な

水
の
供
給
が
困
難
で
す
。
水
不
足
が
深
刻
な
都
市

で
は
、
給
水
区
域
を
順
番
に
割
り
当
て
て
水
道
水

を
供
給
し
て
い
る
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
」。
ダ

ム
を
整
備
す
る
に
も
、
複
数
の
国
を
ま
た
ぐ
川
だ

と
国
家
間
の
調
整
が
必
要
に
な
っ
た
り
、
多
毛
作

が
主
流
の
国
で
は
、
年
中
水
が
必
要
な
農
業
関
係

者
と
も
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
と
、

多
く
の
障
壁
が
あ
る
。

　「
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
水
源
は
確
保
さ
れ
て

い
て
も
、
水
を
供
給
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
が
脆

弱
だ
と
い
う
こ
と
で
す
」と
滝
沢
教
授
は
続
け
る
。

浄
水
場
な
ど
の
施
設
の
建
設
や
更
新
は
も
ち
ろ

ん
、
事
業
の
水
準
を
高
め
る
た
め
に
は
、
施
設
を

維
持
・
管
理
す
る
人
材
や
、
利
用
者
か
ら
適
切
な

料
金
を
徴
収
で
き
る
仕
組
み
な
ど
も
重
要
だ
。
そ

こ
で
、
こ
れ
ま
で
日
本
は
資
金
援
助
に
加
え
、
技

術
協
力
を
通
じ
て
途
上
国
の
水
道
事
業
を
支
え
る

人
材
を
育
成
し
て
き
た
。
長
年
そ
の
主
体
と
な
っ

て
き
た
の
が
、
日
本
の
地
方
自
治
体
だ
。
水
道
局

の
職
員
を
専
門
家
と
し
て
派
遣
し
た
り
、
海
外
か

ら
研
修
員
を
受
け
入
れ
た
り
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
て
き
た
。

　「
設
計
、
修
理
、
給
水
、
水
質
管
理
と
い
っ
た

水
源
か
ら
蛇
口
ま
で
の
全
体
を
把
握
し
て
い
る
点

が
自
治
体
の
強
み
で
す
。
ま
た
、
独
立
採
算
制
に

よ
っ
て
培
っ
て
き
た
経
営
的
な
視
点
を
伝
え
る
こ

と
も
有
益
で
す
」
と
滝
沢
教
授
。
日
本
の
協
力
に

よ
っ
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
で
、
給
水
区
域
の

拡
大
や
、
料
金
請
求
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
無

収
水
の
削
減
を
実
現
さ
せ
た
「
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
奇

跡
」
は
、
経
営
に
携
わ
る
現
地
の
水
道
公
社
職
員

の
意
識
改
革
が
う
ま
く
い
っ
た
事
例
だ
と
い
う
。

　
水
道
分
野
に
お
け
る
協
力
で
は
、
現
地
が
置
か

れ
て
い
る
状
況
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
滝

沢
教
授
は
、「
例
え
ば
、
日
本
で
は
常
時
給
水
を

実
現
す
る
た
め
に
、
故
障
・
点
検
時
の
予
備
を
含

め
た
複
数
の
配
水
ポ
ン
プ
を
設
置
し
ま
す
が
、
途

上
国
で
は
い
っ
た
ん
給
水
を
止
め
て
修
理
す
る
方

が
、
ポ
ン
プ
が
１
台
で
済
み
、
そ
の
分
コ
ス
ト
を

下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
現
地
の
実
情
を
知
る
こ
と
が
大

切
な
の
で
す
」
と
強
調
。
さ
ら
に
、
海
外
で
の
経

験
を
積
む
こ
と
が
、
日
本
の
技
術
者
の
育
成
に
も

つ
な
が
る
と
話
す
。「
ベ
ト
ナ
ム
を
流
れ
る
ホ
ン

川
は
、赤
茶
色
の
土
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

別
名
レ
ッ
ド
リ
バ
ー
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
濁
度
が
高

アジア
43％

アフリカ
31％

中南米
14％

中東・欧州
9％

大洋州
3％

計
3,043人

〈 開発協力と上水道支援の歩み 〉

凡例
日本人専門家の
派遣人数

日本に受け入れた
研修員の人数

※2005年度から2014年度までの合計

モザンビークで建設したハンドポンプ付深井戸の洗浄

地域別支援国

JICAによる上水道支援の実績（2005～2014年度）

特 

集
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、
い
つ
で
も
お
い
し
い
水
が
飲
め
る
。

日
本
で
は
当
た
り
前
の
暮
ら
し
だ
が
、
世
界
に
目
を
向
け
る
と
そ
う
で
は
な
い
。

全
て
の
人
々
に
安
全
な
水
を
―
―
。

そ
の
思
い
を
胸
に
、
日
本
の
水
道
事
業
を
支
え
る
人
た
ち
が
、

今
日
も
世
界
各
地
で
汗
を
流
し
て
い
る
。

編
集
協
力
：
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
・
都
市
工
学
専
攻 

滝
沢
智
教
授

計
131カ国

大洋州
10％

中東・欧州
18％

アフリカ
35％

アジア
20％

中南米
17％

計
6,207人

中南米
6％

中東・欧州
6％ 大洋州 1％

アフリカ
55％

アジア
32％
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